
工学研究科 学位論文に係る評価の基準 

◇ 工学研究科博士前期課程

◎電気電子工学専攻 学位論文に係る評価の基準

〇 学位論文が満たすべき水準

提出された修士論文に、学会において１件以上の発表＊を実施した内容が盛り込まれている、

もしくは同等の成果が盛り込まれていると審査委員会で認定されること 
＊：学会における発表とは次を指す（予定を含む）。 
・学会の大会・研究会または国際会議における発表

・学会論文誌、紀要等への論文の掲載

〇 審査項目 
・ 専攻する各研究分野において、要求される学識および研究能力を有していること

・ テーマ及び課題設定が適切で、問題意識が明確であること

・ 研究方法に従って、データ、文献等を的確に収集・処理していること

・ 必要な倫理的配慮がなされていること

・ 適切な分析及び考察を行い、論理的に一定の学術的価値を有する結論を得ていること

・ 研究の公正性が担保されていること

〇 審査委員の体制 
大学院教授会において当該専攻から研究指導教員を含む 3 名以上の教員を選出し、論文の審査

及び試験に関する事項を担当する学位審査委員会を組織する。なお、学位審査委員会が必要と認

めたときは、本学大学院の他の専攻又は他の大学院等の教員等を学位審査委員会に加えることが

できる。 
学位審査委員会に主査と副査を置き、主査は研究指導教員から選出する。 

〇 審査の方法 
学位審査委員会が，学位論文及び修士論文発表会における発表をもとに，「学位論文が満たすべ

き水準」及び「審査項目」の観点から見て適格と評価した場合に合格とする。 



◎材料化学専攻 学位論文に係る評価の基準 
〇 学位論文が満たすべき水準 

提出された修士論文について、学会発表に相当する内容＊、若しくは同等の成果＊＊が盛り込

まれていること 
＊：学会の大会・研究会、国際会議における発表、学会論文誌における論文、レターの掲載等 
＊＊：特許等学会以外での成果、若しくは上記学会での発表・掲載に相当する内容 

〇 審査項目 
・ 専攻する各研究分野において、要求される知識、能力及び一定程度の学術的価値を有していること 
・ テーマ及び課題設定が適切で、問題意識が明確であること 
・ 研究方法に従って、データ、文献等を的確に収集・処理していること 
・ 必要な倫理的配慮がなされていること 
・ 適切な分析及び考察を行い、論理的な結論であること 
・ 研究の公正性が担保されていること 

〇 審査委員の体制 
大学院教授会において当該専攻から研究指導教員を含む 3 名以上の教員を選出し、論文の審査

及び試験に関する事項を担当する学位審査委員会を組織する。 
学位審査委員会に主査と副査を置き、主査は研究指導教員から選出する。なお、学位審査委員

会が必要と認めたときは、本学大学院の他の専攻又は他の大学院等の教員等を学位審査委員会に

加えることができる。 
〇 審査の方法 

論文の内容を中心とし、学識、研究能力等について筆記又は口頭により試験を行う。 
  



◎機械工学専攻 学位論文に係る評価の基準 
〇 学位論文が満たすべき水準 

提出された修士論文について、以下の審査項目 1 を満たすような国内外における学協会などが

主催する講演会および国際会議などにおける発表内容もしくは同等の成果が盛り込まれているこ

と。 
修士論文発表会にて、上記審査項目 2 に挙げた各項目について、学位審査委員が次のような審

査基準にて評価する。特に優れている場合は A（80〜100%）、優れている場合は B（70〜79%）、

満足している場合は C（60〜69%）、満たしていない場合は F（59%以下）とし、すべての項目に

ついて 60%以上であること。 
〇 審査項目 

ディプロマ・ポリシーを踏まえ、次の審査項目について審査する。 
１ 論文に対する主体的取組、学術的意義、新規性、創造性、有用性、普遍性、論理的構成、

倫理的配慮の有無 
２ 研究成果の論理的説明能力、研究推進能力、研究分野に関する幅広い専門知識、倫理性の

有無 
〇 審査委員の体制「博士前期課程共通（学位規程 第 5 条を要約）」 

大学院教授会において当該専攻から研究指導教員を含む 3 名以上の教員を選出し、論文の審査

及び試験に関する事項を担当する学位審査委員会を組織する。 
学位審査委員会に主査と副査を置き、主査は研究指導教員から選出する。なお、学位審査委員

会が必要と認めたときは、本学大学院の他の専攻又は他の大学院等の教員等を学位審査委員会に

加えることができる。 
〇 審査の方法 

論文の内容を中心とし、学識、研究能力等について筆記又は口頭により試験を行う。 
  



◎建設システム工学専攻 学位論文に係る評価の基準 
〇 学位論文が満たすべき水準 

提出された修士論文が、専攻分野における研究能力、新規性、有用性、社会性、普遍性及び工

学的論旨を有することを示すものであること。 
〇 審査項目 
・ 専攻する各研究分野において、要求される知識、能力及び一定程度の学術的価値を有していること 
・ 研究の対象及び課題設定が適切で、問題意識が明確であること 
・ 研究計画を適切に立案し、資料、文献等を適正に収集・処理していること 
・ 分析及び考察に新規性や独創性、発展性などの視点が含まれ、論理的な結論であること 
・ 必要な倫理的配慮がなされていること 
・ 研究の公正性が担保されていること 

〇 審査委員の体制 
大学院教授会において当該専攻から研究指導教員を含む 3 名以上の教員を選出し、論文の審査

及び試験に関する事項を担当する学位審査委員会を組織する。 
学位審査委員会に主査と副査を置き、主査は研究指導教員から選出する。なお、学位審査委員

会が必要と認めたときは、本学大学院の他の専攻又は他の大学院等の教員等を学位審査委員会に

加えることができる。 
〇 審査の方法 

論文の内容を中心とし、学識、研究能力等について筆記又は口頭により試験を行う。 
  



◇ 工学研究科博士後期課程 
◎電気・材料工学専攻 学位論文に係る評価の基準 

◆電気電子工学分野 
〇 学位論文が満たすべき水準 
● 課程博士 

提出された博士論文に、学協会の審査のある学術論文誌に掲載もしくは掲載許可とされた

研究論文＊の内容が盛り込まれていること 
＊：研究論文は申請者が筆頭著者であるものを含むこと 

● 論文博士 
提出された博士論文に、学協会の審査のある学術論文誌に掲載もしくは掲載許可とされた

研究論文＊＊の内容が盛り込まれていること 
＊＊：研究論文は全て申請者が主要な部分を担当したものであること 

〇 審査項目 
・ 専攻する各研究分野において、要求される学識及び研究能力を有していること 
・ テーマ及び課題設定が適切で、問題意識が明確であること 
・ 研究方法に従って、データ、文献等を的確に収集・処理していること 
・ 必要な倫理的配慮がなされていること 
・ 適切な分析及び考察を深く行い、論理的に高度な学術的価値を有する結論を得ていること 
・ 研究の公正性が担保されていること 
・ 研究の成果が、当該学問分野の発展に貢献できる内容であること 

〇 審査委員の体制「博士後期課程共通（学位規程 第 5 条を要約）」 
大学院教授会において当該専攻から研究指導教員を含む 3 名以上の教員を選出し、論文の審

査等に関する事項を担当する学位審査委員会を組織する。 
学位審査委員会に主査と副査を置き、主査は研究指導教員（論文博士の場合は世話教授）か

ら選出する。なお、学位審査委員会が必要と認めたときは、本学大学院の他の専攻又は他の大

学院等の教員等を学位審査委員会に加えることができる。 
〇 審査の方法 

学位審査委員会が、学位論文及び学位論文発表会における発表をもとに、「学位論文が満たす

べき水準」及び「審査項目」の観点から見て適格と評価した場合に合格とする。なお、論文提

出による学位を申請するものは、１カ国語以上の外国語科目の試問を課すものとする。 
  



◆材料化学分野 
〇 学位論文が満たすべき水準 
● 課程博士 
・ 提出された博士論文について、学協会の審査のある英語の学術論文誌に掲載もしくは掲

載許可とされた研究論文＊の内容が原則として盛り込まれていること 
・ 学位論文公聴会にて、下記審査項目に挙げた各項目を満たす発表内容であること 
＊：研究論文は申請者が筆頭著者であるものを含むこと 

● 論文博士 
・ 提出された博士論文について、学協会の審査のある英語の学術論文誌に掲載もしくは掲

載許可とされた研究論文＊＊の内容が原則として盛り込まれていること 
・ 学位論文公聴会にて、下記審査項目に挙げた各項目を満たす発表内容であること 
＊＊：研究論文は全て申請者が主要な部分を担当したものであること 

〇 審査項目 
・ 専攻する各研究分野において、要求される知識、能力及び高度な学術的価値を有していること 
・ テーマ及び課題設定が適切で、問題意識が明確であること 
・ 研究方法に従って、データ、文献等を的確に収集・処理していること 
・ 必要な倫理的配慮がなされていること 
・ 適切な分析及び考察を深く行い、論理的な結論であること 
・ 研究の公正性が担保されていること 
・ 研究の成果が、当該学問分野の発展に貢献できる内容であること 

〇 審査委員の体制 
大学院教授会において当該専攻から研究指導教員を含む 3 名以上 5 名以内の教員を選出し、

論文の審査及び試験に関する事項を担当する学位審査委員会を組織する。 
学位審査委員会に主査と副査を置き、主査は研究指導教員から選出する。なお、学位審査委

員会が必要と認めたときは、本学大学院の他の専攻又は他の大学院等の教員等を学位審査委員

会に加えることができる。 
〇 審査の方法 

学位審査委員会に主査と副査を置き、主査は研究指導教員から選出する。なお、論文提出に

よる学位を申請するものは、外国語科目の試問は、１外国語以上を課すものとする。 
  



◎生産・建設工学専攻 学位論文に係る評価の基準 
◆機械工学分野 
〇 学位論文が満たすべき水準 

  ● 課程博士、論文博士 
提出された博士論文について、原則として、以下の審査項目 1 を満たすような国内外にお

ける学協会の審査のある学術雑誌に掲載もしくは掲載許可とされた学術論文の内容が盛り

込まれていること。ただし、学術論文の１件以上は英文論文（査読のある国際会議のプロシ

ーディングで置き換えることができる）であること。 
〇 審査項目 

ディプロマ・ポリシーを踏まえ、次の審査項目について審査する。 
１ 論文に対する自律的取組、学術的意義、新規性、創造性、有用性、普遍性、当該分野発

展への貢献、論理的構成、倫理的配慮の有無 
２ 研究成果に対する論理的説明能力、研究推進能力、研究分野に関する幅広い専門知識、

倫理性の有無 
〇 審査委員の体制 

大学院教授会において当該専攻から研究指導教員を含む 3 名以上の教員を選出し、論文の審

査及び試験に関する事項を担当する学位審査委員会を組織する。 
学位審査委員会に主査と副査を置き、主査は研究指導教員から選出する。なお、学位審査委

員会が必要と認めたときは、本学大学院の他の専攻又は他の大学院等の教員等を学位審査委員

会に加えることができる。 
〇 審査の方法 

論文の内容を中心とし、学識、研究能力等について筆記又は口頭により試験を行う。なお、

論文提出による学位を申請するものは、外国語科目の試問は、１外国語以上を課すものとする。 
  



◆建設システム工学分野 
〇 学位論文が満たすべき水準 
● 課程博士 

提出された博士論文について、原則として、審査項目を満たすような国内外における学協

会の審査のある学術雑誌に 1件以上掲載もしくは掲載許可とされた学術論文の内容が盛り込

まれていること。 
● 論文博士 

論文提出による学位を申請するものは、本人の関与が明確な学術論文の 3 件以上の内容が

盛り込まれていること。 
〇 審査項目 
・ 専攻する各研究分野において、要求される知識、能力及び高度な学術的価値を有していること 
・ 研究の対象及び課題設定が適切で、問題意識が明確であること 
・ 研究計画を適切に立案し、資料、文献等を的確に収集・処理していること 
・ 適切な分析及び考察を深く行い、論理的な結論であること 
・ 必要な倫理的配慮がなされていること 
・ 研究の公正性が担保されていること 
・ 研究の成果が、当該学問分野及び社会の発展に貢献できる内容であること 

〇 審査委員の体制 
大学院教授会において当該専攻から研究指導教員を含む 3 名以上の教員を選出し、論文の審

査及び試験に関する事項を担当する学位審査委員会を組織する。 
学位審査委員会に主査と副査を置き、主査は研究指導教員から選出する。なお、学位審査委

員会が必要と認めたときは、本学大学院の他の専攻又は他の大学院等の教員等を学位審査委員

会に加えることができる。 
〇 審査の方法 

論文の内容を中心とし、学識、研究能力等について筆記又は口頭により試験を行う。なお、

論文提出による学位を申請するものは、外国語科目の試問は、１外国語以上を課すものとする。 
 

  


